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資　料

ASD 児の 社会 ・ コ ミュ ニ ケー シ ョ ン及び情動調整の

　　　　　ア セ ス メ ン ト方法 に関 する検討

　　　一 SCERTS モデル のSAP −O　Form を用い て
一

吉田　仰希
’ ・中村　　晋

串 ’　 ・長崎　　勤
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　ASD 児 の 社会 ・コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン や情動調整の ア セ ス メ ン トに お ける よ り効率的

で 妥当な観察場面の 選択 に 関 して 有効な手がか りを得る こ と を目的 と し、SCERTS モ

デ ル （Prizant　 et　al．
，
2006a！2006b）の SAP −O　Form を用 い て 、　 ASD 児 7名を対象 に 、 1 ）

活動 の 違 い とSAP −O　Fo   の 得点の 関係、 2）活動の 熟達度 とSAP −O　Fo  の得点の 関

係 につ い て検討 した 。 その 結果 、ASD 児の 社会 ・コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 及 び情動調 整 に

関す る行動の現れ方には 、 活動の 特性 、 活動の 熟達度とい っ た要因が 関係 して い る こ

とが推 測 され 、ア セ ス メ ン トに お い て は こ れ ら の 要因 を考慮す る必要性が 示唆 され

た 。

キ ー ・ワ ー ド 自閉症 ス ペ ク トラ ム障害　SCERTS モ デ ル

ン　情動調整　ア セ ス メ ン ト

社会 ・コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ

1．問題 と目的

　近年 、 自閉症ス ペ ク トラ ム 障害 （ASD ）の 中

核的症状で ある社会性の 障害に対する取 り組み

が 注 目され て い る 。 東京都で は 、自閉症 の 児

童 ・生 徒の 対人 関係 や社 会性 の 向上 を 目指す

「社会性の 学習」を開発 し、小 ・中学部 を設置す

る知 的障害特別支援学校全校 にお い て 「知的障

害」 と 「自閉症」の 2 つ の 教育課程 を編 成 した

指導を実施す る こ とを計画 して い る （東京都教

育委員会 ，
2007）。 さ らに 、中央教育審議会で

は、 自立活動の 内容の 項 目に つ い て 、 現行の 5

区分 に加えて、新た な区分 と して 「人間関係の

形成 （仮称）」を設け 、 他者 との かかわ り、他

者の 意図や 感情の 理 解、自己理解 と行動の 調整、

集団へ の 参加な ど を盛 り込むこ とを検討 して い

る （中央教育審議会，2007）。

　 しか しなが ら、社会性や 人間関係 とい っ た力

＊
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の 基礎 となる コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン や情動に 関す

るASD 児の 能力 を どの よ うに ア セ ス メ ン トす る

か に つ い て の 検討 は ほ とん ど行われて い ない 。

コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン や情動 と い う対人的な能力

をア セ ス メ ン トし支援す るため には 、 日常場面

の 行動観察が必要 である 。 子 どもが関わ る大人

や仲間、ある い は物理的環境 との 関係 に つ い て

の ア セ ス メ ン トも必要で ある （本郷 ， 2002；藤

山奇，　2002）。

　ASD をもつ 子 ど もの コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン と情

動 に 関す るア セ ス メ ン トの 必 要性 と 、 彼 ら が

日々 生活する フ ィ
ール ドを軸と した ア セ ス メ ン

トの 方法論の 構築の 必要性 に応 える もの として

Prizant，　Wetherby ，
　Rubin ，　Laurent，　and 　Rydell

（2006a；2006b）はSCERTS モ デ ル を開発 した 。

　 SCERTS モ デ ル とは、　 ASD 児の 社会 ・コ ミ ュ

ニ ケ
ー

シ ョ ン や情動調整 の 能力を高め るた め の

包括 的 、 学 際的ア プ ロ ーチ で あ り、社 会・
コ ミ

ュ ニ ケーシ ョ ン （Socia1　Communication）、情動

調 整 （Emotional 　Regulation ）、 交 流 型 支 援
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（Transactional　Support） の 3 つ の 領域か らな っ

て い る 。 社会 ・
コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン 領域 は、社

会的相互作用 に参加する子 ど もの 能力に取 り組

む もの で 、 共同注意 とシ ン ボ ル 使用の 2 つ で構

成 され て い る 。情動調整領域 は 、 情動 の 安定を

学習の 前提 と して 、 子 ど もの 情動調整能力に焦

点を当て るもの で 、 相互調整 と自己調整 の 2 つ

か ら成 る 。 交流型支援 領域 は、子 どもに対する

パ ー
トナーの 関わ り方や環境の デザ イン に注 目

した もの で 、対人間支援 と学習支援 の 2 つ か ら

構成され て い る 。

　 こ れ らの 領域は 、子 どもの コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ

ン の レ ベ ル に関する 3 つ の段階で体系化 されて

い る 。 最初 の段階は 、 言語の 現れる前 、 ジ ェ ス

チ ャ
ー

や発声 を通 して 意図的 に コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ

ョ ン す る段 階で あ り、社会パ ー トナー段 階と呼

ばれ る 。 第2の 段階 は、口 頭 言 語 、サ イ ン 言語

など共有 された意味を伝達するた め の シ ン ボ ル

の 手段 を獲得 し使用 し始め る段 階で あ り、 言語

パ ー トナ
ー段階 と呼ばれ る 。 第 3 の 段 階は 、 文

法や談話 を獲得 し使用 する段階で あ り、 会話 パ

ー トナ
ー段 階と呼ばれ る 。

　SCER ．TS モ デ ル にお ける ア セ ス メ ン トで あ

る、SAP （SCERTS 　Asscssment　Process）に は 、

養育者の 報告に よる SAP −R （SAP −Report）や専

門家 に よ っ て な され る 日常場 面の 観 察 に よ る

SAP −0 （SAP −Observation）な どが ある 。 特 に

SAP−0 はSCERTS モ デ ル の核 となる もの で あ り、

SAP −O　Form とい う近年の 発達研 究で 得 られ た

知見に もと つ い た 、 子 どもの 社 会 ・コ ミ ュ ニ ケ

一
シ ョ ン、情動調整 と支援者の 関わ り方に 関す

る行動が 体系化 されて い るチ ェ ッ ク リス トに よ

っ て 行 われる 。

　SCERTS モ デ ル で は、　 SAP の 結果か ら 自動的

に 子 ど もへ の 対応 や 支援が 決定 され る の で は な

く、学校や 家庭で 子 ど もに と っ て 「意義の ある

活動」を組み 立 て る際に SAP による評価が有効

な資料 とな る こ とが 期待 され る 。 そ の こ とを

SCERTS モ デ ル で は 、
　 MA ＆ PA ア プ ロ ーチ

（Meaningful　Activities　and 　Purposefu1　Activities；

子 どもに と っ て 意味の あ る ， 目的をもっ た活動）

と呼び 、 こ れは 活動 の 自然 さ の 度合や活動の タ

イプを考慮 しなが ら、よ り有意義な活動の 設定

を目指す もの である 。

　 しか しなが ら、 活動にお ける様 々 な特性や変

数 が、子 どもの社会・コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ンや情

動調 整に 関す る行動 、 ひ い て は 支援者 の 行動に

ど の よ うに影響する か は明 らか で は ない 。

　また 、日本で は 、 巡回相談の 際 に、巡回相談

員 に よ っ て用 い られ る こ とが予想 されるが 、数

時間の 観察で ASD 児の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン や情

動調整の 能力 を適切に ア セ ス メ ン トで きるかは

疑問で ある。

　そ こ で、本研究で は 、 SAP −O 　Fo   を用 い て 、

ASD 児の 社会・コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン と情動調整

の ア セ ス メ ン トにおける 、 よ り効率的で妥当な

観察場面 の 選択 に 関 して有効な手がか りを得 る

こ とを 目的 に 、 1 ）活動の 違 い と SAP 得点の

関係、 2 ＞活動の 熟達度 とSAP 得点の 関係 に つ

い て 検討 した 。

Table　1　対象児の プ ロ フ ィ
ー

ル

対象児 性 学級 CA （学年） ※ 1 DA 、　 MA （検査名）※ 2 発語

A 男 X 7 ：7 （2年） 3 ：8 （田中ビネーV ＞ 有

BCDE 女

男

男

男

Y

8 ： 11 （3年）

9 ：5 （4年）

9 ：3 （4年）

9 ：1 （4年）

　 4 ：9 （田中ビ ネーV）

2 ：4 （新版K式発達検査増補版）

2 ：0 （新版 K式発達検査 2001）

1 ：ll（新版K式発達検査2001）

有

有

無

無

FG 男

女
Z

lG ：4 （5年）

ll ：7 （6年）

2 ：0 （新版K 式発達検査増補版）

　 3 ：7 （田中ビネーV ）

無

有

※ 1　生活年齢は200X 年4月1日時点 。

※ 2 検査はC児が 200X 年7月、　 F 児が200X 年6月、他 は 200X月 11月 に 実施 した 。
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ASD 児の 社会
・
コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン及 び情動調 整の ア セ ス メ ン ト方法 に 関す る検討

皿．方　法

1．対象児

　 S 特別支援学校小学部に在籍するASD 児 7 名

を対 象 と し た 。 そ れ ぞ れ の プ ロ フ ィ
ール を

Table　1に示 した 。

　 2 ．手続 き

　 （1）観察期間 と観 察場所 ：200X年 4 月、 7

月、10月の そ れぞ れ 7 日間程度、 S 特別支援学

校小学部 にお い て 観 察を行 っ た 。 なお 、 3 か月

お きに実施 したの は、SCERTS モ デ ル にお い て

3 か月毎 の 観察を推奨 して い るため で あっ た 。

　 （2）観察場面 ：年間を通 して 、設定され る活

動 の 内容や形態に大 きな変更が な く、 また 、 ク

ラ ス に よ る違 い も少 ない た め 、 「あ つ ま り」、

「給食」、「自由遊 び」の 3 つ の 活動 を対象とし

た 。

　 あつ まりは 、 6 、 7 名の 児童 と 3 、 4 名程度

の 教員か らなる各 ク ラ ス で 行われ る 活動で あ っ

た 。 進行役の教 員が 1名、残 りの 教 員は適宜 、

児童 の そ ばで 援助を行うとい う形態で あ っ た 。

内容は、呼名、 1 日 の ス ケ ジ ュ
ール の 確認、歌

な どで あ っ た 。 1 回あた りの 平均時間は約30分

で あ っ た 。 各期 間、各 ク ラ ス 2 回ずつ
、 合計 18

回の 観察を行 っ た。つ ま り、 1人あた り 6 回の

観察 を行 っ た 。

　給食 は 、 摂食場面の み を対象 とし、配膳 な ど

の 準備や後片付 けの 時 間は含め な か っ た 。 各ク

ラ ス で 机 を合 わせ て 、児童 の 間に教員が座 る形

態で あ っ た 。 1 回あた りの 平均時間は約30分で

あ っ た 。 各期 間 、 1 人 1 回ず つ 観 察を行 っ た 。

つ まり 1人 あた り3 回 の観察を行 っ た 。

　 自由遊 び は 、 各児童が 、教室、プ レ イ ル ーム 、

校庭 など で 、自由に遊ぶ 活動で あ っ た 。 こ こ で

は 、 他の 活動に比 べ て 、どの よ うな活動 を児童

がす るか、個人 に よ っ て違 い が あるが 、 多 くの

児童が トラ ン ポ リン 、 カ ー ト乗 り （児童が乗 っ

たカ
ー トを教員が引 く）、 ブ ラ ン コ に よる遊 び

を好ん で い た 。 各期間、 1人 1 回ずつ 約 30分 間

ず つ 観察 した。つ ま り1 人あた り 3 回 の 観察を

行 っ た 。

　（3）記録方法 ： 1 台 また は 2 台の デ ジ タ ル ビ

デ オカ メ ラに よっ て録 画 した 。

　 （4）評価方法 ：

　　   SAP得点の 産出

　 本研究で は 、 発語の ある対象児も皆、社会パ

ー
トナ

ー段 階の SAP を用 い て 評価 した 。 そ の 理

由 として、予備観察にお い て、社 会パ ー
トナ

ー

段階 の SAP に挙げ られ て い る行動 に関 して も、

生起が 認め られ な い 項 目が 多か っ た た め で あ

る 。 言語パ ー トナー段 階で 新たに追加 されて い

る項 目は社会 パ ー
トナ

ー段階の 行動に基礎 を置

くもの で ある。よ っ て 、言語 パ ー
トナ

ー段 階 の

前提 となる社 会パ ー
トナ

ー段 階で定め られ て い

る行動に 関 して評価する必要が ある と考えられ

た 。

　 録画 した映像 をもとに 、 SAP の 評価 項 目に該

当する行動が
一・
度で も見 られ た 場合にそ の 項 目

に得点 「1」をつ け、 3 つ の 活動それぞれにお

い て SAP 得点 を算出した 。 なお、子 どもが 示す

よ う求 め られる行動の 最低回数が 定め られ て い

る評価項 目に関 して は 、 1 度で も見 られた場合

に 、 得点 「1」 をつ けた 。 また、活動毎に SAP

得点 を産出す るため、長期的な観察 を しなけれ

ば な らな い 評価項 目 （MR4 ．4パ ー
トナ

ーの 援助

に よる極度の 調整不全か ら回復にか か る時 間が

減 る ；MR4 ．5　 パ ー トナーか らの 援助 に よ る調

整不全 の 状 態の 強度が減 る ；SR4 ．4 極度の 調

整不全 か ら の 回復 に か か る時間 を減る ；SR4 ．5

調整不全の 状態の 程度が 減る）に つ い て は除外

した 。 各領域の 項 目数 、 す なわ ち最高点は 「共

同注意」が 27点、「シ ン ボル 使用」が 31点 、 「相

互 調整」が 17点、「自己調整」が 17点、「対人間

支援」 が 33点 、 「学習支援」が 24点で あ っ た。

（評価項 目の 詳細に つ い て は SCERTS モ デ ル Vo1−

ume 　I の 第 8章 を参照）

　各観察期 間に お けるそ れ ぞ れ の 活動の SAP 得

点の 平均を 、 対象児の 各活動 におけ るSAP得点

と した 。

　　  熟達度の 測定

　各ク ラ ス の 担任が 、 3 つ の 活動それ ぞ れ にお

ける児童の 熟 達度 を 、 「熟達 して い る 」、 「や や

熟達 して い る」、 「どちらともい えない 」、 「あま
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り熟達 して い な い 」、「熟達 して い な い 」の 5 件

法で評価 した 。 こ こで は 、独力で活動に従事で

きる 、 援助が な くて も活動を遂行で きる こ とを

「熟達 して い る」 とした 。 評価 は 10月に行 っ た 。

　 3．分析方法

　（1）活動の違い とSAP 得点の関係 ：SAP の 各

領域の 得点に つ い て 、 1 要因 3 水準 （活動 ：あ

つ ま り、 給食 、 自由遊 び） の 分散分析 を行 っ

た 。

　 （2）活動の熟達度 とSAP 得点の関連 ：SAPの

各領域 に つ い て 、各活動にお ける熟達度とSAP

得点に 関して ピ ア ソ ン の 順位相関に よ っ て 分析

を行っ た。

　 4 ．信頼性

　全観察場面の 約 1割に つ い て 、 「共同注意」、

「シ ン ボル 使用」、「相 互 調整 」、「自己調整 」、

「対人間 支援」、「学習 支援」 の 得点 の
一

致率 を

観 察者 1名 と観 察者 以外 の 1名に よ っ て 算出 し

た 。 そ の 結果、「共 同注意」は 88．3°

／。、「シ ン ボ

ル 使用」 は89．8％、「相互 調整」 は 90．9％、「自

己 調 整」は 92．1％ 、「対人 間支援 」は 86．1％ 、

「学習支援」は 88．5％ の
一

致率を得た 。

皿．結　果

　 1．活動の 違い とSAP 得点の関係

　分散分析の 結果 、 SAP 得点 に関 して 活動間の

差が 「自己調整」、 「情動調整」以外の 領域で 認

め られた 。 各活動に おける各領域の SAP 得点の

平均と標準偏差 と分散分析、お よび多重比 較の

結 果 をTable　2 に示 した 。 また 、 各活動 に お け

る 各領域 の 得点 をFig ．1 に 示 した 。 こ れ らの 分

析 は、以下 の よ うに まとめ られ る。

　 「共同注意」以外で 自由遊び に お ける得点 は

あ つ ま りよ りも低か っ た 。 給食にお ける得点は 、

「共 同注 意」、 「シ ン ボ ル 使用」、 「社会 ・コ ミ ュ ニ

ケ
ー

シ ョ ン 」、「対人間支援」で 自由遊 び よ り高

Tabte 　2　活動 の 違 い とSAP 得点の 関係

領域 あつ ま り　 給食　 自由遊 び　 分散分析 多重比較 （5％水準）

共同注意
平均　　5．03　　5．19　　 3．34　 F （2，12）＝2．94

SD　　　1．18　　 1．40　　 2．03　　　　P 〈、10

　 給食　　〉 ＋　自由遊び

MSe ≡2．48

シ ン ボル 使用
平均　　8，76　　 7．13　　 3．79　 F （2，12）＝14．68　あつ まり及び　 給食　 〉

’＊
自由遊び

SD 　　　l，93　　 193 　　 251 　　　 Pく Ol　　　　　　　　　　 MSe ≡3．06

社会 ・
　　　　 平均　 13．79　 12．34　　7．14　 F （2，12）＝9．59　 あつ まり及び　給食　 〉

艸

　自由遊び

コ ミュ ニ ケーショ ン　 SD 　　 2．45　　 2．83　　 421　　　 Pく．01　　　　　　　　　 MSe ＝8．90

相互調整
平均　 3．27　　3．06　　1．94　 F （2．12）＝ 3．61　 あつ まり

SD 　　　ユ．12　　 1．17　　 1．01　　　 P〈 ，10

　 〉
＋

MSe ≡O．99

自由遊 び

自己調整
平均　 4．24　　3．33　　 0．60　 F （2，12）＝1．71

SD 　　 O．67　　 3．77　　 1．07　　　　　ns

情動調整
平均　　7．53　　6．40　　 5．71　 F （2，12）＝2，01

SD 　　　1．61　　 1．43　　 1．88　　　　　ns

対人間支援
平均　 11．56　　5．73　　2．90　F（2，12）＝28．40　あつ まり　＞

u

　給食 　 〉
”
　自由遊び

SD 　　　2，14　　 3．23　　　1．42　　　　P く，01　　　　　　　　　　　 MSe ＝4．80

学習支援
平均　 9．46　　1．14　　0．94F （2，12）＝107．32 あつ まり　 〉

串‡
　 給食 　 及び 自由遊び

SD　　　l．82　　 0．81　　 0．77　　　　P 〈．01　　　　　　　　　　　 MSe ＝1．54

交流型支援
平均　　21，0　　6．86　　 3．86　 F （2，12）＝76．07　 あつ まり　 ソ

事

　 給食　 及び 自由遊 び

SD　　 3．57　　 3．81　　 1．96　　　　P ＜．OI　　　　　　　　　　 MSe ≡7．71

＋

pくユ0　
”
p＜．01
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Fig．1　各活動に おける各領域 の 平均得点

く、「対人問支援」、「学習支援」、「交流型支援」

で あ つ ま りよ りも低か っ た 。 あつ ま りに お け る

得点が他の 場面 よ りも低 くなる こ とは なか っ た 。

2．活動の 熟達度とSAP 得点の関係

　各活動にお ける熟達度 と各領域の 得 点の 問に

関連が あるか を調べ るた め に 、 相関分析 を行 っ

た 。 その 結果 、 相関は次の 2 つ で 認め られた 。

　
一

つ 目は 、 あつ ま りに おける 熟達度 と 「シ ン

ボ ル 使用 」 の 得点 の 問で 、相 関係数 はr＝．896で

あ り、 5％水準で有意 であ っ た。すなわ ち、あ

つ ま りにお ける熟達度 と 「シ ン ボ ル 使用 」の得

点の 間に は強い 相関が あ っ た 。 したが っ て 、 あ

つ ま りにお い て 、 熟達度が 高 い ほ どシ ン ボ ル を

使用す る と い える 。

　二 つ 目は、給食 に おける熟達度 と 「情動調整」

の 得点 の 間で 、相 関係 数 は r＝一，729 で あ り、

5 ％水準で 有意で あ っ た 。 す なわ ち、給食 にお

け る熟達度 と 「情動調整」 の 得点 の 問 には強 い

相 関が あ っ た 。 したが っ て 、 給食 に お い て 、熟

達度が高 い ほ ど情動調整 を行 わない とい える。

N ．考　察

　 1．活動の違い とSAP 得点の関係

　 まず 、 本研 究によ っ て 確かめ られたの は 、 観

察す る場面 に よ っ て SAP 得点が違 うとい う事実

であ る 。 あ つ まり、給食、自由遊 びの 3 つ の 活

動における SAP得点の 差が 「自己調整」、「情動

調整」以外の 領域で 認め られ た 。 で は、各場面

の どの よ うな特性が SAP 得点に反映 して い た の

であろ うか 。

　自由遊 び に おける得点は 、 あつ まり、給食 よ

りも全体 的に SAP 得点が低 か っ た 。 自由遊 び場

面で は 、 子 ど もは 自由に 自分 の 好 きな遊び に専

心 して い て 、 自発的に他者に はた ら きか け る こ

とが まれ で あ っ た 。 こ れ は、American　Psychi−

atric　Association（1995）の DSMIV 、に お け る 自

閉症の 診断基準に も挙げ られて い る 、 「楽 しみ 、

興 味 、 成 し遂 げた もの を他人 と共有する こ とを

自発的 に求め る こ との 欠如」や 「興 味活動の 限

局性 ・
同

一 性へ の 固執」、「発達水準に相応 した、

変化 に富ん だ自発 的な ご っ こ遊 びや社会性を持

っ た物 まね遊び の 欠如」 とい っ た自閉症 の 障害

特性が 反映され て い る と考え られ る。

　 SCERTS モ デル で は 、 子 どもの 社会 ・コ ミ ュ

ニ ケ
ーシ ョ ン や情動調整 の 能力 を支援する もの

と して 「交流型 支援」が 位置づ けられ て い る の

で、「社会 コ ミュ ニ ケ ーシ ョ ン 」の 得点が低か

っ た の は、「交流 型 支援」 の 得点が 低か っ たか

らで あ る、と い う説 明もで きるが 、これ も前述

の 自閉症の 特性の た め で ある と考え られ る 。 子

どもが 自分 の 好 きな遊 びに専心 して い る ため

に、支援者は、子 どもの 行っ て い る遊 び を広 げ

た り、新 しい 活動に誘 っ た りする こ とが難 し く、
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子 どもが 行 っ て い る遊びに 同調す る形 （例 えば ，

一
緒 に トラ ン ポ リ ン で はね る ）で 関わ っ て い

た 。

　次 に、あつ ま りに つ い て、どの 領域 も、あつ

ま りにお ける得点が 他 の 活動 よ りも低くな る こ

とは なか っ た 。 「社会・コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 」の

得点が 高か っ た の は 、「交流 型 支援」の 得点が

高か っ たか らで ある と説 明で きる 。 あ つ ま りは、

毎 日、 ほぼ 同 じよ うな内容が 同 じよ うな順番で

行わ れて お り、他の 活動に比 べ て構造化の 水準

が高 い 場面で あ っ た。また、視覚的な手が か り

や、ジ ェ ス チ ャ
ーな ど の 付加 的な コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン手段 も教員が多 く用い て い た 。 TEACCH

に 代表 され る よ うに 、 ス ケ ジ ュ
ール が は っ き り

して い る活動 の 設 定や 、 視覚 的 な手 が か りが

ASD 児の パ フ ォ
ー

マ ン ス を高め る上 で有効な こ

とはよ く知 られて い る 。

　 しか しなが ら、給食にお い て は 、 「交流型支

援」、特 に 、 環境の 調整や 視覚的な援助 を支援

者が行 っ て い る か を焦点 に当て た領 域で ある

「学 習支援」 の 得点 は あつ ま りよ りも低 い に も

か か わ らず、給 食に お ける 「社会 ・コ ミ ュ ニ ケ

ーシ ョ ン」 の 得点はあつ まりよ りも低 くは なか

っ た 。 また 、 自由遊 びにお ける 「交流型支援」、

特 に 「学習支援」の 得点と給食に おけるその 得

点には差が なか っ た に もかか わ らず 、 「社会・コ

ミ ュ ニ ケーシ ョ ン」の 得点は 自由遊 び よ りも給

食の 方が 高か っ た 。
つ ま り、給食にお け る 「社

会 ・コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン」 の 得点 は、環境 の 調

整や 視覚 的な援 助 に関係が なか っ た と言 える 。

こ れ は 、 給食で は、 1 対 1 の 対面に よ る 二 項的

なや りとりの 機会が多か っ た こ とや 、 物 を媒介

と して コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン が促進 された こ とな

どが関係 して い ると考え られる。また、と りわ

け 、 偏食の ある子 どもは大人 との 相互作用 の 機

会が多か っ た 。

　 最後に、「自己調整」の 得点 に お い て 活動 間

の 差が なか っ た の は、得点率が高か っ た 項 目が 、

行動方略の 使用 に関する項 目などで あ り、 他者

と の 相互作用が な くて も生起す る もの が 多か っ

たためで ある と考えられる 。

　以上 より、活動に よ っ て SAP得点 に差が見 ら

れ た の は 、 活動の 内容、 形態 の 違 い の み な らず 、

そこに ASD の 障害特性が 反映され 、よ りい っ そ

う活動の 特性が際立 っ たため と考え られる 。

　 2．活動の 熟達度とSAP 得点の 関係

　あつ ま りに お ける熟達度と 「シ ン ボ ル 使用」

の 得点の 間に強 い 相関が 認め られ た 。 す なわ ち、

あ つ ま りに よ り熟達 して い るほ ど、「シ ン ボ ル

使用」の 得点が高 い とい える 。 あ つ まりは前述

の よ うに、教員が子 どもの コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン

の 場を意図的に 設定した場で ある 。
つ ま り、 そ

の よ うな活動 に よ り参加可能で あれば 「シ ン ボ

ル 使用」の 得 点が高 くなるの は 当然で ある と考

え られ る 。 逆に、調整が 難し く参加が難 しい 子

どもは よ り 「シ ン ボ ル 使用」の 得点が低 くなる

と考え られる 。

　 反対 に 、給食に お ける 熟達度 と 「情動調整」

の 得点の 間に強 い 負 の 相 関が認め られた 。 こ の

こ とは、給食の 熟達度の 低 い 子 ど もほ ど 、 支援

者か ら頻繁に援助 を受けた ため に 、 相互作用の

機 会が 増 えた こ とが 影響 して い る と考 え られ

る。給食の ような 日常の 不可避な相互 作用 の 場

面は、情動調整に 関す る行動が よ り生起す る機

会と して と らえる こ とが で きる だろ う。

　 で は、給食 を自力で食べ られ るよ うになれば、

相互作用 の 機会が 減 っ て しまうの で あろ うか 。

必 ずし もそ うとは い えな い はずで ある 。 我 々 の

食事の 場面 を思 い 出せ ば分 か る こ と で あ るが 、

我 々 は言語 を使 っ て 食事の 場面で コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を行 っ て い る 。 給 食場面で は 、 机 を二 列

に 向か い 合わせ て座 っ て い て、子どもと大 人 の

問に距離や 物理 的 な隔た りがあ っ た 。 よ っ て 、

ASD 児の 場合は、言語の 使用 に 困難がある た め

に、距離を置い た コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ンが難 しく、

援助を受け る機会の 少 ない 子 ど もは よ り直接的

な相互 作用の 機会が減 り、 それが得点 に影響 し

たと考 えられる 。

　 以上 よ り、 日常場面 の 行動観察に よる ア セ ス

メ ン トに つ い て、各活動にお ける熟達度を考慮

する必要性が 示唆される 。
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V ．結 　論

　 同 じ観察時間の 中で子 どもの よ り多くの行動

レ パ ー トリ
ー

が生起 する場面を観察する こ とが

効率的で ある とす るな らば 、 観察場面 と して あ

つ まりや給食 を選択す る方が 効率的で ある い え

る 。 活動問 の SAP 得点を比 較 した結果、自由遊

び に比 べ て あつ まり、給食に お ける得点が 高い

領域が多か っ た 。

　 次に 、 妥当性 に関 して であるが 、 上記の よう

な効率性 に関する知見は、自動的に妥 当な観察

場面を選択する こ とが 困難で ある こ とを示 し て

い る 。 多 くの 行動が 見られ る活動だ けを観察 し、

それを子 どもの 能力 とす る の は妥 当で はな い で

あろ う。本来、他者 との コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン や

情動的 な関わ りは 、 活動 を越 えて 見 られる はず

で ある 。 本研究の 結果は 、 特定の 活動 に 限定せ

ず様 々 な活動 にお い て も コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 能

力を発揮す る こ とが ASD 児に と っ て 困難で ある

こ ともまた示して い る。

　す なわち、ASD 児の 社会 ・コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ

ン や情動調整 を支援す る にあた っ て 、 よ り妥当

な ア セ ス メ ン トを行うため には、少な くとも複

数の 活動 を観察する こ とが必要で あろ う。

　 こ の 問題 に対 して 、観察す る 活動の 特性 や 、

個入の 特性な どSAP 得点に影響を及 ぼす要因を

考慮す る こ と で 、 よ りア セ ス メ ン トの 結果を妥

当に解釈する こ とがで きる と考え られる 。 また 、

こ れ らの 要因 に よ っ て、各活動にお け る SAP 得

点 に違 い が見 られる こ とか ら、こ れ らの 要因を

考慮す る こ と は 、前述 の 効率性に もつ なが る と

考え られ る 。
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Research on  Assessment Method  for Social-communicative and  Emotional  Reglllatory

                    Abilities of  Children with  ASD:

                Using  SAP-O  Form  in the SCERTS  Model

Kouki  YOSHIDA',  Susumu  NAKAMURA"and  Tsutomu  NAGASAKI'

 The purpose ofthis  study  was  to obtain  significant  clues  to find ecacient  and  valid  activities  to con-

duct observation  in order  to assess  social  communication  and  emotional  regulation  abilities  ofchildren

with  autisrn  spectmm  disorder (ASD). By  using  the  SAP-O  Form  in the  SCERTS  Model  on  7 children

with  ASD,  this study  focused on  1) the  relationship  betwecn differences of  activity and  scores  on  the

SAP-O  Form, 2) the  relationship  between actiyity proficiency levels and  scores  on  the SAP-O  Forrn.

The results from this study  indicated that factors such  as characteristics of  activities and  activity profi-

ciency  levets were  associated  with  perforrnance of  social-communicative  and  emotional  regulatory

abilities  of  ehildren  with  ASD.  The  results  suggest  that these factors should  be considered  in assess-

ments.

Key  Words:  autism  spectrum  disorder, SCERTS  Model, social communication,  emotional  regulation,

        assessment

*
 GTaduate School of  Comprehensive Human  Seiences, University ofTsukuba

"
 School  for the  mental  challenged  at  Otsuka, University efTsukuba

-134-


